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2Aa－7 『日葡辞書』に採録された食に関する語彙について

第３報料理および調理法について
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　目的東北大学狩野文庫に架蔵される『南蛮料理書』を理解するためには、多面的な検

討が必要であると考え、これまではルイス・フロイス『日本史』、アレシャンドウロ・ヴ
ァリニャノ『日本巡察記』などを資料として、成立の推定を行ってきた。次いで調理方法
の記述を検討するにあたっては、まず語彙の整理が必要であるところから、『日葡辞書』

を資料として、収録される食に関する語彙を採集して検討することとした。
　方法資料の『日葡辞書』は、イエズス会宣教師が日本において聴罪、説教を行うにあ
たって必要とされる日本語習得のために長崎のコレジオにおいて編纂され、1603年に刊行

された辞書である。中世から近世にかけての日常の話し言葉を中心に、広汎な分野に亘る
語が採録されている点、当時の辞劃厭μ漢字を中心とした字書、歌の用語を収めた辞書の
他には存在しなかった中にあって、生活用語を研究するうえで極めて有用な資料である。

岩波書店発行の和訳『日葡辞書』を底本として、それに収録される食に関すると考えられ
る説彙を全て採取、分類して、今回は料哩、調哩法などについてまとめた。
結果料哩に関する語彙は、およそ飯17、粥13、麺10、汁17、胎、和物16、茄物に煮物

16、焼物14、揚物A 力鴉取されたが固有名詞としての料理名は少数であった。それらの多
くは現在も使われる語であったが、汁の「すまし」のように実体力湘違するものや、

魚」とよぶ煥物のように初見と思われる料理もみられた。点＼j>lこ関与する語として「
」「糟鶏」などがあり、「美」についてはそのうちの魚葵は精進ではなく煮魚で作っ
理となっていた。また調理法については、料理名にくらべて語彙が豊富であった。
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海藻の食文化に関する研究一一江戸時代の本草書にみられる海藻利用－
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　【目的】　西日本沿岸一帯に伝承される海藻の食習慣の一つに，保健食としての海藻利用
がみられる。この習慣は住民の経験的知識に基づくものであると同時に，江戸時代に発達
した本草学の影響も大きいものと思われる。そこで，江戸時代の本草書に記載された海藻

の効用や使用法を明確にし，海藻の食習慣形成への影響と変容を探った。

　【方法】　江戸時代に著された本草書『庖厨備用倭名本草』（1684年）,『食用簡便』（1687
年）を主な資料として，海藻の性質，効用，使用法などを整理した。そして，庶民生活の

中で伝承されてきた保健食としての海藻利用゛と比較した。（※第48回日本家政学会要旨）

　【結果】　①海藻26種類が紹介され，褐藻類７種，紅藻類14種，緑藻類３種，藍藻類１
種，不明１種であった。②海藻の効用340例が示され，病気の治療，症状の軽減を目的と

したものが（76%）,摂食・多食を禁止したもの（21%）,健康食（3％）であった。③消化器，
循環器，内分泌・代謝異常，腎臓，呼吸器，感染症などの多重類の病気や症状に対する効

用が示され，中でも腫瘍，悪性のできもの，こぶに対する効用が36例も示されていた。
④多食禁，摂食禁では，消化不良，体を冷やす，腹痛を起こすなどの理由があげられてい

た。⑤健康食としては滋養食，消化を助ける，整腸作用，肥満防止，血をおさめるなどの

効用がみられた。⑥『食用簡便』には使用法が詳しく, 90%以上が煮る，汁物，和え物，
酢の物などの料理として利川で，煎じ汁，湿布などの薬としての利用形態はわずかであっ
た。⑦本草書の海藻の効用，利用法は，伝統食にみられる保健食としての海藻利用法と類

似性が高く，江戸時代の本草は海藻の食習慣形成に影響を及ぼしてきたと考えられる。
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